シャクヨウ　ノ　イソウ　JST　カガク　ギジュツ　ブンケン　ジョウホウ　ノ　ユビキタス　ヲ　レイ　ニ by Ishii, Masahiko & 石井, 正彦
Osaka University
Title借用の「位相」 : JST・科学技術文献情報の「ユビキタス」を例に
Author(s)石井, 正彦
Citation待兼山論叢. 日本学篇. 43 P.73-P.90
Issue Date2009-12-25
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/5804
DOI
Rights
73 
借用の「位相」
JST 科学技術文献情報の「ユビキタス」を例に
石井正彦
1 目的 r借りる/借りない」の最前線
外来訪は「借用語」ともいわれるが、その「借りる」という行為は、外
国語(原語)にJ妄触する 部の人間(専門家など)によってf丁われるもの
であり、大多数の 般人にとっては、無縁のものである。 般人にとって、
外ぅ~-J:g:は、いつのまにか「米た」ものであり、それを「使うか/使わない
か」するしかない点で、和議やi英語と["1じ、ただの「単語」であるつ
方、原請と(その初期に)接触し得る専門家は、原請によって表され
る概念を受け入れ、自国語として表現しようとする際、そのj息詰を「借り
るか 借りないか」という判断をし、借りるならばそれを外来語として用
い、仙りないならは:ji:n訳語を決める(つくる)ということができるロ仙川
請も翻訳語も、その(f廿肘や翻訳の)T.体は専門家である。
ただし、こうした主体的活動が行える時期は、専門家においても|浪られ
ており、いったん外来語なり翻訳語なりが定まってしまえば、後続の専門
家もまた、それを「使うか/使わないか」するしかない点で、!京語につい
ての知識がある d白を除けば、 般人と変わらない。
このように、外米諸の仙川に関しては、その「仙りる 仙りない」とい
う行為を、それに続く「使う/使わない」という行為と区別してとりだす
ことは、干手易ではない。
しかし、言語活動として、「借りる」と「使う」とはあくまで別の行為
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であり、また、外米諸の(長大の)特徴が「仙りる」ことにあるのであれ
ば、「併 1)る 使う」の連続相の中から、原論と按触し「伶りる/併りない」
の判断を行う同出をとりだして、そこで専門家が何をしているのか、とく
に、どのような場合に「借りる」という選択を行うのかを具体的にみてい
くことが必要だろう c
これについては、古く 「蘭学1¥始』をはじめとして、「借りないで訳語
をつくった」人々の背労話が数争く残っている l)c しかし、「仙りた」人々
の訴というのは、あまり聞いたことがない。「借りる」ことは「司(請をつ
くる」ことにくらべて、安l白だと考えられているからだろうかコしかし、
外来語のiWJから見れば、「なぜ訳さずに借りるのか」を明らかにすることは、
きわめて重要なはずである。
そこで、小稿では、専門家が、ある原諸に接触した初期の段階で、それ
を外来語として{甘りるか、 f甘りないで翻~J~請をあてるか、という選択をど
のように行っているのか、いわば、現代の「借りる(借用)/借りない(翻
訳)Jの「最前線」の様子を、資料にもとづく事例研究によって探り、ど
のような場介に「借りる」という選択が行われるのかを試行的に検討して
みたいっ
2 事例 rユビキヲス」
そうした「最前線」における事例の っとして、小稿では、コンピュー
タ関連分野で用いられる“ubiquitous"という!阜、語(英語)への、専門家
の対止、にiiUするじ‘ubiquitous"の概念、その外米語干翻訳語、さらに、
外米請をJI1いる専門家の意閃などについては、この概念(を含むコンピュー
ティング・モデル)の提唱者である坂村健の、主<卜の記述が参考になるι
少し長くなるが、後の論述に関係する部分も多いので、引用する。
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最近、ユビキタス・コンビューティングとかユビキタス・ネソト
ワーキング、はではユビキタス干I会なと「ユビキタス」という百葉が
少しずつ日に付くようになってきたココンビュータ関係のメディアだ
けでなく、経済系の新聞や雑誌まで、ちょうど「インターネ y ト」が
ブームになる前夜の感じだL
とはいっても「ユピキタス」などこの流行がはじまるまで聞いたこ
ともない百葉だc そもそも何活かもわからない、という hが大出分だ
ろう仁品感も何となく英治らしくない仁それも当然、これはもとは近
代ラテン語から来た英語で、日本語に訳すと「遍在」である。だから、
ユピキタス・コンピューテイングは直訳すると「遍杭する計算力」と
いうことになる。もっと簡単に言うと「どこにでもコンピュータ能力
があることJ - Cどこでもコンピュータ」と百ったほうが分かりや
すいかもしれないっ
(中日告)
ところで、「ユピキタス」という言葉。綴りも分からないし、あた
りをつけて英語辞典で百|いても、小さな辞典ではそもそも載っていな
いことが多いっ実際、欧米人であっても、教養のある人でないと知ら
ない百葉であるc
何か新しいことをやろうとするとき、プロジェクト名にしろ商品名
にしろ、英語 というかそれらしいカタカナ言葉を使わないとあり
がたみがないというのが、近代日本である。確かにプロジェクト名で
「どこでもコンピュータ」より「ユピキタス・コンピューテ fング」
のhがお金が出そうだ。艮いものはすべて外国からくるという舶米志
向の名残で、なきけないような気もするが、実は似たようなことは欧
米にもあるらしい。
小学生でも分かるような、あまりに分かりやすい言葉を使うと軽く
76 
見られる。そこで教養がないと知らないような単語をわざと持ってく
るのだ η そういうときに欧米で良く使われるのがラテン請である。近
イt以前のH本において、漢詩をありがたがっていたようなものだ。だ
から「ユビキタス」を訳すなら「どこでも」などという小学生でも分
かる言葉でなく「i遍在」が正しいじ同じ議みの「偏在」では、 八0
民意味が違ってLまうわけで、不便きわまりないのだが、漢語だから
しかたカ過ないっ
実は、コンピュータ サイエンスの緋究分野として、このコンピュー
ティング・モデルを最初に唱えたのは私なのだが、そのとき日本語で
は「どこでもコンピュータ」 それが軽すぎるときは「超機能分散
システム」などと言っていた。英語で発表した論丈では、それぞれ
'Computing EverywhereJ と 'HighlyFunctiunally Distributed 
System HFDSJであったの
それから数年後にゼロックス・パロアルト リサーチセンター
(PARC)の故マーク・ワイザー|専上がこのモデルの研究をはじめた。
そのときに出てきたのが'UbiquitousCompu回むという言葉である。
もちろん知らなかったが、大きな英高辞典を調べて感心したc このあ
たりの言葉に対するセンスはどうしても H本人にはかなわないっ確か
に IComputing EverywhereJでは教長がないといわれればその通り
である。
しかし、それ以上に感心したのは、この言葉が「神はどこにでも遍
在する」という使い右をされる宗教用語だったということだじ、円然キ
リスト教は 神教の神だから、 CldJ の神がどこにでもいる」という
ことであり、ネットワークでつながれた多数の小舟uコンビュータから
なる統合された単ーシステムがあまねく世界をおおっているという感
じを(教養ある欧米人相手なら)うまく伝えるであろう巧みなネーミ
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ングであったのである。
しかし、その一方で、私のイメージする「どこでもコンビュータ」
モデルとは、少し感じが違うのも事'長だ。身の凶りのものに制御用の
小型コンピュータ・チソブがどんどん入っていって、それが;のス
テップとしてネットワークでつながれ、協調・妥協しながら人々の生
活を黒子のように支えるというのが私のイメージだ。ここに、「妥協」
という百業が出てくるように、全体として「統合された単 システム」
というより「やはり個別システムの集合体が協力して何かやってくれ
る」という感じなのであるc
その窓昧では私の「ユピキタス」は 神教の神ではなく、あくまで
も円木的な八白万の神が「そこにもいて、あそこにもいて、衰のネッ
トワークで話し合っている」というイメージである。そLてこのイメー
ジの方が実現性がl日いと思っているハ諸般の事情で、残念ながらけ本
でこれから流行るのはやはり「ユピキタス」という言葉だろう。そう
いう私自身もはずかしながら使ってはいるのだから、本書の題名もそ
れにあわせている。しかし、内谷はあくまで「八白万のユピキタス」。
だからこそ、この分野については1本がリードできるのである口
(坂村(2002)、 pp.9-13)
3.資料 JSTの科学技術文献情報
上の故村の記述は、まさに、 (1息詰を外来語として)r借りた」人の話で
あり、「なぜ借りるのか」を考える上で非d市に参考になる。しかし、これ
についての検討は後に行うことにし、まずは、“ubiq山tous~ という原請に
対して専門家がどのように対応したか、その実態の一端を、科学技術振興
機構(JST)の「科学技術文献情報」を利用して調べてみることにするコ
]STは、前身の日本科学技術情報センター(JICST)の時代から、囲内
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外の科学技術分野の文献情報(科学技術系のジャーナル、学会誌、協会誌、
企業・大学・独立行政法人・公設試験場等の技術報告、業界誌、臨床報告
等)を収集し、それを "JDreamI"というオンライン データベースサー
ピスとして提供している 収録文献(論文)数は、 1976年以降現在までの
約1，800万件で、主献ごとに入手で概要(抄録)が作成され、キーワード
も付号されているコ外国主献については、日本語で標題， jj録等が作成さ
れているc検索は、キーワード検索を且、本とし、発行年 百Ja".記事Ix分・
発行l叶などで絞り込むことができる。
今凶の調杏では、この“']Dreaml' の(医学分野を除く) C干'学技術全
般ファイル」を使って、コンピュータ関連分野の“ubiquitous刊という英
単語(原語)が日本語の標題でどのように表現されているかを調べ、「借
りる/仙りない」の選択がどのようになされたかを掠る。“JDreamI"を
干:IJ)jJする理山は、第一に、 1976年以降の文献情報データが大星に蓄積され
ており、それを経年自Jに剣べることで、専門家が原訴に接触した初期の段
階、すなわち、 (C使う/使わない」以前の) C借りる/借りない」を主体
的に選択した段階をとりだすことができると見込まれること、第一に、次
節に述べるように、「訳I中jJと「案I中jJという、「仙りる/仙りない」の選
択にかかわる一つの「佼相」を|メ別することができるからであるp
4 調査・「訳題」と「原題」
調査では、まず、“']DreamI"を使って、 1976年から2007年まで、日本
国外で英語で発表された(コンビュータ関連分野の)主献の、原語、biquitous" を含む英高標題が、日木諸に訳出2)された標題でとのよう
に表現されているかを調べるコいま、この場合のH本語様題を「訳題」と
呼ぶことにする。この訳題で、!且語“ubiquitous"に桐当する部分に、外
来語「ユピキタス」が用いられているか、「遍杭」などの翻訳語が用いら
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れているか、を調べるわけであるロ
次に、 I，ijじく“'JDreamI"を使って、これも1976年から2ω7年まで、
H本同内でH本請で発表された(1司1じく、コンビュータ関連分野の)文献
の、その英語標題に!且語 ~ubiquit叩s" を合むものについて、 "ubiquitous.， 
に相当する部分が日本語標題でどのように表具されているかを調べる。い
ま、この場介の日本語標題を「原題」と呼ぶことにする。
l両者(訳極)は、外国語の標題を訳出する際に、原J'&"ubiq山 tous" を
外来日台で;oJi.するか台かをみるものであり、後者(原題)は、自lセ|請(tI
本語)の標題を案出する際、“ubiquitous"に相当する概念を外来語で表現
するか存かをみるものである。阿苫を比べることで、(自国語への)r訳出」
と(白国語での)r案出」という呉なる位相で、「借りる(借用)/借りな
い(翻訳)Jの選択の操子を観察することができる口
5 結果・“ubiquitous"の表現
5.1 使用度数
訳題、)阜、題のそれぞれに用いられた表現を、原語・外来語・翻訳語句に
3分類して、次ページの年去に記す。
5.2 訳題での使用
訳題では、 1982午から1996午までの聞は、翻訳語句しか用いられず、外
来語は使われていない仁この間の翻訳語句は、「遍1'E/遍在的(な)/遍
存するJ (61'牛)、「普遍Jr普遍的(な)J (3件)、「至るところ/至るとこ
ろにあるJ (3件)である。いずれも、以前から他分野3)で使われている
翻訳詩句である。
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〉¥ 訳題!Jji百台 外米諸 翻訳誇匂 1豆題!Jji百台 外米諸 翻訳詰匂
I古82 2 
1983 
1981 I 
i古島ラ
19H6 
1987 
I昔日S
l~)R9 
I古90
1991 
1992 
1骨骨3 3 フ
1994 2 
1995 1 1 1 ワ みう
199民 2 フ 1 1 
"l997 1 3 1 
1998 1 4 7 1 
1999 10 5 1 5 ワ
2000 。句 G 1 
2001 23 1 2 
2(1)2 :1品 2 1 :1!) 
2003 ，'17 1 124 5 
2004 8日 i 178 4 
200') 品1 フ ]()3 自
2006 182 140 3 
2007 129 1 7~j 5 
~ft rit 591 3S d 769 46 
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(1) TI，εubiquitous parity bit 
(市(組)記在的なパリティピソト
(2: M<lLenaliz乳t1on:a powerful and ubiquiluus abslraclion palLem 
(訳恕)実体化，強J)で普遍的な抽象パターン
しi)The co即時 ofthe生虫包uss明 μ1proc仁ssor
(司:題j主るどころrl-00'fロセッサの時代りさ司米
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この問、 19931T-には、先の引 m-c"~i付が紹介寸るマーク ワノザー著の、
“Ubiquitous仁umputing"という用認を合む論 lえがJjれる引が、これも 遍
在」と訳3れているf
(4) SomeιompuLer Science 1出 uesin Ubiquitousι01コpul由民
(武器)泌在情報処1'1 における計算.f;~科学のいくつかの説主主
なお、 1993{fには、町、必を(おそらくは固有名であるとめに)そのまま
伎った例があるが、訳iJ匡マl土、全Mnl討をi邑し亡、ニの If牛だけであるつ専門
家は、 H本詩文;市 ~';'1でも原請を気中世に使うように忠われるが、少なくとも
沢渡では、}単百台の使用は抑制されるようである仁
(5)主旦出己主主 Talker:Spoken Lang凶 geIr~teractian ¥vith Real Warld 
。bj令仁田
(首{~tJ) U竺盟主主主 Talker安世界オブジェクトとの訴しd葉による対
話
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次いで、 1997年語、ヮ2(1)0年までは、外米誌と翻訳沼匂とのfltrjhが)IJし、ら
れる時期であるが、とくにその日IJ半で:土、なお翻訳論匂刀方が多泌されて
いる r 外*Mrが初めてfi:われるのは 19~}7宇で、最初の文献から同年後、マー
ク・ワイヂーの論文から 4午後になるv
(s)出迎包ustelε t:nbodi:ne批 applications2nd implications 
(訳題)ユピヤタスj宝隔実体 J.l~;J 1とその問、味
(7) The Lbiquitous Com~nur:icatîon ProgrmH 
(if{8)ユーピキタス通信ゾリグラム
この期間の外米諸l止、 Fユピ子タス~ (8件)と Fユ F ピキタス ( '/ 1=) 
だが、 199甘年の「ユピキタス lには、 l f牛だけ、 ユピキタスな lという
形容動詞刑の形式も使われて，'る「
(X) Roamin記Aspεc臼 ofUbiql日t{JUSMobile 呂田i1iceSupport 
UJ(題)ユピヤタスなモハイルサv ビスのサボ』ートにおけるロー ミング
の訪問i白j
|可じ期間の翻訳語句には、 1とにあげたもののほか、 どこにでもある」
「広域 J r分散があるc
(日)ど旦型並盟主 Opticall.i出 inAccess and Re-sidential Hro;-lrlband Net-
works 
(ftf{~)アクセス及び住'Ufi広帯域網のとこ 1: ルでもある光副主義
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(10) Web-enablεd smart叩 dfor虫盟主JUs<-lCl:e問。fpatient's町 dical
record 
(訳題j以者の医療記録0)位、j或アクセスのための Wchで玉IJJilできるス
マートカーた
(11) lndustrial 州立losis:founding tl-:.e deployment (Jf the虫辺旦竺us
information infrastructure 
(司:題j 産業記号過程分散儲減上長官主展倒的上長礎
200111から20071T-ま亡、l之、外来語が急増し、翻訳語/りが:まこんと使われ
なくなる:1キ点jである。外米誌のほとんどは lユピキタス lとなり、 lユー
ピキタス」は、 2001守の11件をピ干クにその後は減り、;大祭lこ{吏われなく
なるr また、正これも l件だけであるが、名訴別法的 lユピキタス lもある戸
(12) i¥ Study on Scalab1c Bluctooth Piconct for Sccurc Ub叫uitυus
f訳題i安 のためのスケーラブル BbetooThピコネゾト
に院する却げt
5.3 原題での使陪
}Jj{ ilf1でl士、マーク・ワイザーの論文が税れたのι同じ1993{1に、焚百台標
題に ιubiquit()llS" とある(コンピュータ湾述分野の)最初の丈献が羽れ
るが屯翠引{jまでは、翻訳語句のみ (C逗在 遍在化J)がIJいられ、外米
活lif'ポわれないコ
(13) (J五il-@)返在個人コミュニケーション環境の徒系
A tebiquitous PeE心nalじommunicationsEnvironment 
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(14) ()J;{題)アクセス転送による削人返信J軍境の遍在化の検討
A Ubi司uitousPersona] Environment 10r CommurucatIons using Acces冶
Transfet只
:欠いーと、 199:=jlj-:;o'>ら200.llj.ー までは、外来詑と翻訳語句との両方がff!し、ら
れるが、日五年は、まだ、翻訳語勾の)J;が多く、英;否椋題lこ“Ubiquitous
CυrnputIng
M とある論文でも、「遍在的」となうているし
(15) (原-;{ii) 返花的コンゼニr.~テノンクゃの動lμj と将来
Thc Ubiquitous Computing， Now and thc Futurc 
しかし、 1997fI以降l土、外米認の{吏JIが優勢になる〈白5{Tに外未認が使
われ鉛めるというのも、訳短より 2年半い、また、 1，リH与に、原油“uhiq¥山町弐
も{史われる〔これも、 とi司じ河1，名)
¥l品、I (1原題) LJbiquitous Talk目。実世界指IhJの了十戸対話γステム
Ubiquitοus T alker: A Spuken Dialo話ueSystem that Can be A¥vare uf 
Rf' ~;l Worlrl Situatioli.s 
外来詰の諸形l土、 19991rまでは「立ービキタス」が俊勢マ、 i. :'1ピキタス」
は1997年に初めて使われ、その後、 1999年までは各年 1i牛ずつしか伎われ
戸亡 し、 ~~'t 、〈
{ln 原tむユーピキタスオ』トノミーの泌恕
Toward空単位usJ¥utonomy 
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(Hi') (J阜題)人間口ポ才ト l持jのよLピキタス吟インタラクシヲン頃境
Devdoprnent o[ Environments [or Ubiquitous Human-robot lnteraction 
しかし、 2000午jよ洋は、「ユーザキタス はあまり用いられなくなり、
外来語;ま r':1ピキタス にほぼ凶itされる〔
2002年から2007年まずは、外タiC誌が急増する時期であるυ これは、訳題
より 1年出れるが、その{をのよ台加傾向は、訳最長より急であるI まと、訳訟
には少なかった lユピキタスの名討l↓Ii去がみられるようになるのも、 2002
午からである)
(19) (J民事[uデンタル放送から始まるブロードパンドそしてユ
スヘ デジタル放送とブ口 ドパン YのピシネスiJih:IiJ
HrOfldh日ndNetwork Heginning ¥vith Digita] Hro山ka尽tmgtowηrrl 
Ubiquilou吟 Service，BU8ine日， TreIlds in Di日italBroadcaslill詰aIld
Broadband 
/こどし、このように外米請が圧倒的になっても、訳題とよ互 dー コて、翻訳諸
七jがまョたく組われなくなるという、二とはない C_， :(干ヰ:-:l..vX件と決して事
くはな 0"が、 2007 11 まで 1むわれ絞けており、翻訳百台旬向イ1~も、「移動」 非
民所取」 広hj(作4 いつゼもどこでも説マも使える街角 4 宅情~J な
ど、パリエーンォンも豊かである u阜、題の場合l土、“ubiquitous"の剣訳語
匂と山一う(7)1ぷlr.L くないかもしれないが、 1f1!:Jt n~ にそう nんでおくん
(20) 原巡)移動計担機珠j主(UbiquiLOUSC、o:npuLil日Envinnunenl)を〈主
設さ#るモジュールml~IJ耳'1 オベレーティングシステムの設計
(211 ()阜窓}デ f ンタル清平日の無iJli拠性とその$~~皆非苅所型防御のぜ
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安性
立回旦竺usSecurity System Arclutεcture lor the Future 
(22) (原怒)し邑つでも、どこでも、誌でも使える情報アクセスを文現
寸る肖戸ポ タルソリューション
V叫 ε阿日l凶 utlonc加問lize日型出U5infom1ation aCCe5S 
(23) (J~-Ufき!大 1，1*提な街角セ〆寸?ネットワーケにおけるデータ収集特
月ンステムの設計
1¥ Dcsign of a Data Collじctlυnand J¥hr.agcmじntSystじmfor Largc 
Scalε Ubiqui江川sSensor N et¥vorks 
なお、 fi~t~台 J立、 1 出何年以降も、 fヰ年 o 、 2 件と使われていたが、外~と請
が，~.J脅した2002イl の 1 ltを紋{去に、その後は終われなくなって，'る「
6調考察圃借用の位相
以上みとように、訳題、原誕のいずれも、翻訳語句だけが使われる時鳩
からお7 まり、次いで、外~と白骨と翻訳前七J とがl南方便われる時YJJ を jfで、外
来詰が1+倒的に優勢になる時期へと移行している
ただい訳:a(，土、翻訳語1:)だけの時期が長しまた、 l両方便われる時期
でも、外来認がi主将するまでは、翻訳語句のIiがやや優勢である c 方、
原怒の点iよ、翻訳諮匂どけの時期[よ短しまた、外米誌が使われ始めるの
も訳題より平い仁また、 trrTIJi使われる時期でも、外米訴の念、i口灯、IJから、
外来請の方がやや優勢である v
この 4うに、外来誌が段、域し、 1:倒的に俊勢になる時期、すなわち、す
でに戸使う/使わなし勺の局商iこ修行したと考えられる時18:より前におし a
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ては、訳題は、どちらかといえば、「仙りない(翻訳)Jノらを選以し、原題
は、どちらかといえば、「伶りる(併別)J方を選択しているように見えるc
このことは、外来詰として「借りる」という行為は、原、諾を含む外同請
を「訳山」しようとする際にその場(ここでは訳題)でそのj息詰を借りる
というものではなく、原語の表す概念を合む何らかの表坑(ここでは原題)
を日本語で「案出」しようとするときに(知って問もない)その原語を(外
米諸として)使うというものだ、ということをが唆しないだろうか。つま
り、「借りる」という行為は、「自|叶前に司{{PIする」という行為=位相の一
部として行われるというより、「自国語で案出する」という行為=位桐の
巾で行われることが多いのではないか、ということである。これについて
は、以下のように考えることができる。
訳組は、 ]STの専門家が、“ubiquitous" という原認を含む外困語(コン
ピュータ関連分野の失請標題)に接し、それを H本人の読み手に分かるよ
う訳{i¥したものである。分かりやすきを旨としているから、標題とはしゐえ、
(ほんとうに分かりやすいかどうかは別として)他分野でも使われている
翻訳語句を使って円本語に翻訳するニ「借りない」ことを選択するのだろ
う。とはいえ、訳題でも、原題をはじめとして、外米諸「ユピキタス」が
一般的に使われるようになると、外来請を本格的に使い始める(ように見
える)。そして、一度、外来請を使うことになってしまえば、それに統一し、
翻訳語句を使うことはなくなってしまうコただし、これらの選択は、すで
に「使う/使わない」の局而でのものである J
これに対して、原題は、(基本的には)日本人の研究者が口ら円木語で
案出した標題であり、訳題よりも、 i舌選以の白由度が大きい。また、訳越
と違って、読み手の分かりやすきを考慮する度合いも小さくてかまわない。
この後者の点は、!京題が「カセット効果」をもっ藷を使いやすい環境であ
る、ということをうかがわせるじカセソト効果とは、柳父章(1976)の用語
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で、(新しい)翻訳語や外米請が、その意味がまったくないか、不十分で
あるにもかかわらず、受け千の側が、その存在白体を魅力的に感じる、何
かありがたくて重要な窓l床がありそうだと思い込むことをいう c中l床が
何かはわからなくても人を魅了し、惹きつけるカセット(宝石箱)J とい
うわけである。先に、故村が、「ありがたみのあるカタカナ言葉J C投養が
ないと知らないような単語」だからこそ「ユピキタス」が使われると Lた
のは、まさにこのカセット効果を百い叶てたものであるロそして、現代で
は、翻訳決議がもっていたカセット効果は、自t字の衣意性によってある程
度志l床がわかってしまい、また、制く古臭い表現と受け取られることなど
から失われつつあり、もっぱら外来語が担うようになっている(陣内正敬
(2ω7) )。読み手の分かりやすさをさほど気にしなくてよいとなれば、カ
セット効果をもっ外米請を使おうとすることも多くなるはずであるロこう
した事情から、原題、すなわち、「案(PIJ という行為(佼相)では、司(題
よりも「借りる」ことを選択しやすいのだろう:i)
ただし、このことは、案出であればつねに外来語を選択する、というこ
とを意味するわけではない。原題では、外来語が優勢になっても(バラエ
ティー豊かな)翻訳語句も使い続け、また、形容討である原請を名剖とし
て使うことも(訳題に比べて)多い。これは、案{I¥が、外1"'品と引き比べ
られない分、訳{I¥よりも白山であり、また、より土体的に、白分の責任で
行える活動であることによるものと考えられる
外来語は、外国語(1阜語)を借りるのであり、 Lたがって、その「借り
る」という行為も、外国語にJ乏してそれを訳出するという行為に伴って行
われるように思いがちだが、実際は、専門家が目ら何らかの案I中Iを白国語
で行うときに行われることが多いのかもしれないc ただし、そのことを碓
かめるには、なお詳しい調杏が必要である。
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注
1 )近代の翻訳(棋)請については、広田栄太郎は9691、河岡田良主(20021など参
~(L 
21本土中、胤話を翻訳語に訳すことを「翻訳」、外同語標題を日本語標題に訳
すことを「副山」として区別する。
3 1コシピ工ータ関連力、野以外で“ubiquilous"が使われているうナ野には、院予、
化学、地質学、光学、生化学、環境学、機械学、建築学、航海学、生物学、分
寸生物'j:、免疫']:、供'f:なと、多数あるn
41 (J;!j(t，jが命名者と指摘する)マーク・ワイザー以前に“ubiquitous"を則いた
丈献が4刊あるが、これらとマ)クーワイザーとの問係は不明である。
5 1坂村の指摘する、 "ubiquitous" という出話がコンピューティング モデルの
概念を巧みに表現するという側川が「併りる」の選択に影響するとすれば、そ
れは「カセット効果」と反対の作用となるc これについては、なお検討が島要
であるの
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SUMMARY 
Phase of 'Yord Borrowing: Tn case o[ "YιTRJKTTASU (ubiquitous) " 
used in ihe Titles of Docurnenis o[ Science and Technology. 
Masahiko ISHII 
When it is necessary for experts to import a foreign technical term， 
how do they decide whether they borrow it as a loanword or translate it 
into their native word? In order to explore an aTISWef for this question， 
this paper paid attention to the lan耳uageuse of ]apanese experts for 
nnportmg廿leEnglish word "ubiquitous" used In cornputer science 
Using the online database service "JUream I " provided by ]apan 
Science and Technology AgencyOST)、日th廿leinformation of domestic and 
foreign publications of the fields of science and technology from 1976 to 
2007， two investigations were performed as follows; (1) How was "ubi-
quitous" of English documents published out of ]apan expressed in the 
translated ]apanese titles? (2) How was the concept equivalent to "ubi-
quitous"凹 thetitles of ]apanese d仁よ旧日ltSpublished in ]apan expressedフ
As a result， the tendency was discovered出attranslating was preferred 
in the former (1) and borrowing was preferred in the latter (2). This 
su日gests出atborn九mngof loanwords would be carried out in the phase of 
text-creation with a native language rather than in the phase of text 
translation into a native language. It is thought that "the cassette e旺'ect"
of ]apanese loanwords， proposed by Akiara Yanabu， could be related to 
廿lelanguage use of the above 
キーワード.伶用、位相、外来論、翻訳論、専門用油、カセッ「効果
